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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成31年4月11日(2019.4.11)
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【出願番号】特願2016-40369(P2016-40369)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/34     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/377    (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    3/36     　　　　
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６８０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６３３Ｑ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ｂ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６８０Ｅ
   Ｇ０９Ｇ    3/34     　　　Ｊ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２１Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１２Ｕ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ａ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ｅ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｖ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５３０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    5/36     ５２０Ｍ
   Ｇ０２Ｆ    1/133    ５３５　
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月1日(2019.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の投影装置により投影される複数の投影画像により１つの画像を投影するシステム
を構成する投影装置であって、
　発光手段と、
　画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調して投影画像を投影面に投影する投
影手段と、
　前記発光手段の発光量を制御する制御手段と、
　第１画像データのうち、他の投影装置の投影画像と重ね合わせて投影する重ね合わせ領
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域の明るさを低減する処理を施した第２画像データを出力する処理手段と、
を備え、
　前記投影手段は、前記第２画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調し、
　前記制御手段は、前記発光手段の発光量を前記第１画像データに基づき制御することを
特徴とする投影装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　前記重ね合わせ領域に対応する前記発光手段の領域の発光量を、前記第１画像データに
基づき制御し、
　前記重ね合わせ領域以外の領域に対応する前記発光手段の領域の発光量を、前記第２画
像データに基づき制御する請求項１に記載の投影装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記重ね合わせ領域とそれ以外の領域との境界に対応する前記発光手
段の領域の発光量を、前記第１画像データ及び前記第２画像データに基づき制御する請求
項２に記載の投影装置。
【請求項４】
　前記発光手段が有する個別に輝度を制御可能な複数の光源の各々に対応する前記第１画
像データの複数のブロックの各々について、各ブロックにおける明るさを示す第１特徴量
を取得する第１取得手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記重ね合わせ領域を含むブロックに対応する光源の発光量を、当該
ブロックの第１特徴量に基づいて制御することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１
項に記載の投影装置。
【請求項５】
　前記第１取得手段は、前記発光手段が有する個別に輝度を制御可能な複数の光源の各々
に対応する前記第２画像データの複数のブロックの各々について、各ブロックにおける明
るさを示す第２特徴量を取得し、
　前記制御手段は、前記重ね合わせ領域を含まないブロックに対応する光源の発光量を、
当該ブロックの第２特徴量に基づいて制御することを特徴とする請求項４に記載の投影装
置。
【請求項６】
　前記他の投影装置の第２発光手段の制御情報を取得する第２取得手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記他の投影装置から取得した前記制御情報と、前記第１画像データ
とに基づき前記発光手段の発光量を制御する請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載
の投影装置。
【請求項７】
　前記第１特徴量は、前記第１画像データの階調値の最大値もしくは平均値である請求項
４または請求項５に記載の投影装置。
【請求項８】
　前記制御手段により決定された前記発光量に基づき前記投影手段に入射する光の輝度分
布を算出し、前記輝度分布に基づき前記第２画像データを補正する補正手段をさらに備え
、
　前記投影手段は、前記補正手段により補正された前記第２画像データに基づき前記発光
手段からの光を変調する請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の投影装置。
【請求項９】
　複数の投影装置により投影される複数の投影画像により１つの画像を投影するシステム
を構成する投影装置であって、
　発光手段と、
　画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調して投影画像を投影面に投影する投
影手段と、
　前記発光手段の発光量を制御する制御手段と、
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　第１画像データのうち、他の投影装置の投影画像と重ね合わせて投影する重ね合わせ領
域の明るさを低減する処理を施した第２画像データを生成する第１処理手段と、
　前記第２画像データの画像の形状を変形して第３画像データを生成する第２処理手段と
、
を備え、
　前記投影手段は、前記第３画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調し、
　前記制御手段は、前記第２処理手段により変形した前記重ね合わせ領域に対応する前記
発光手段の領域の発光量を、前記第１画像データに基づき制御することを特徴とする投影
装置。
【請求項１０】
　複数の投影装置により投影される複数の投影画像により１つの画像を投影するシステム
を構成し、
　発光手段と、
　画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調して投影画像を投影面に投影する投
影手段と、
を備える投影装置の制御方法であって、
　前記発光手段の発光量を制御する制御工程と、
　第１画像データのうち、他の投影装置の投影画像と重ね合わせて投影する重ね合わせ領
域の明るさを低減する処理を施した第２画像データを出力する第１処理工程と、
　を有し、
　前記投影手段は、前記第２画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調しており
、
　前記制御工程では、前記発光手段の発光量を前記第１画像データに基づき制御すること
を特徴とする投影装置の制御方法。
【請求項１１】
　前記制御工程では、
　前記重ね合わせ領域に対応する前記発光手段の領域の発光量を、前記第１画像データに
基づき制御し、
　前記重ね合わせ領域以外の領域に対応する前記発光手段の領域の発光量を、前記第２画
像データに基づき制御する請求項１０に記載の投影装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記制御工程では、前記重ね合わせ領域とそれ以外の領域との境界に対応する前記発光
手段の領域の発光量を、前記第１画像データ及び前記第２画像データに基づき制御する請
求項１１に記載の投影装置の制御方法。
【請求項１３】
　前記発光手段が有する個別に輝度を制御可能な複数の光源の各々に対応する前記第１画
像データの複数のブロックの各々について、各ブロックにおける明るさを示す第１特徴量
を取得する第１取得工程をさらに有し、
　前記制御工程では、前記重ね合わせ領域を含むブロックに対応する光源の発光量を、当
該ブロックの第１特徴量に基づいて制御することを特徴とする請求項１０乃至１２のいず
れか１項に記載の投影装置の制御方法。
【請求項１４】
　前記第１取得工程では、前記発光手段が有する個別に輝度を制御可能な複数の光源の各
々に対応する前記第２画像データの複数のブロックの各々について、各ブロックにおける
明るさを示す第２特徴量を取得し、
　前記制御工程では、前記重ね合わせ領域を含まないブロックに対応する光源の発光量を
、当該ブロックの第２特徴量に基づいて制御することを特徴とする請求項１３に記載の投
影装置の制御方法。
【請求項１５】
　前記他の投影装置の第２発光手段の制御情報を取得する第２取得工程をさらに有し、
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　前記制御工程では、前記他の投影装置から取得した前記制御情報と、前記第１画像デー
タとに基づき前記発光手段の発光量を制御する請求項１０乃至請求項１４のいずれか１項
に記載の投影装置の制御方法。
【請求項１６】
　前記第１特徴量は、前記第１画像データの階調値の最大値もしくは平均値である請求項
１３または請求項１４に記載の投影装置の制御方法。
【請求項１７】
　前記制御工程において決定された前記発光量に基づき前記投影手段に入射する光の輝度
分布を算出し、前記輝度分布に基づき前記第２画像データを補正する補正工程をさらに有
し、
　前記投影手段は、前記補正工程において補正された前記第２画像データに基づき前記発
光手段からの光を変調する請求項１１乃至請求項１６のいずれか１項に記載の投影装置の
制御方法。
【請求項１８】
　複数の投影装置により投影される複数の投影画像により１つの画像を投影するシステム
を構成し、
　発光手段と、
　画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調して投影画像を投影面に投影する投
影手段と、
を備える投影装置の制御方法であって、
　前記発光手段の発光量を制御する制御工程と、
　第１画像データのうち、他の投影装置の投影画像と重ね合わせて投影する重ね合わせ領
域の明るさを低減する処理を施した第２画像データを生成する第１処理工程と、
　前記第２画像データの画像の形状を変形して第３画像データを生成する第２処理工程と
、
を有し、
　前記投影手段は、前記第３画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調しており
、
　前記制御工程では、前記第２処理工程において変形された前記重ね合わせ領域に対応す
る前記発光手段の領域の発光量を、前記第１画像データに基づき制御することを特徴とす
る投影装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、複数の投影装置により投影される複数の投影画像により１つの画像を投影す
るシステムを構成する投影装置であって、
　発光手段と、
　画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調して投影画像を投影面に投影する投
影手段と、
　前記発光手段の発光量を制御する制御手段と、
　第１画像データのうち、他の投影装置の投影画像と重ね合わせて投影する重ね合わせ領
域の明るさを低減する処理を施した第２画像データを出力する処理手段と、
を備え、
　前記投影手段は、前記第２画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調し、
　前記制御手段は、前記発光手段の発光量を前記第１画像データに基づき制御することを
特徴とする投影装置である。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、複数の投影装置により投影される複数の投影画像により１つの画像を投影す
るシステムを構成する投影装置であって、
　発光手段と、
　画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調して投影画像を投影面に投影する投
影手段と、
　前記発光手段の発光量を制御する制御手段と、
　第１画像データのうち、他の投影装置の投影画像と重ね合わせて投影する重ね合わせ領
域の明るさを低減する処理を施した第２画像データを生成する第１処理手段と、
　前記第２画像データの画像の形状を変形して第３画像データを生成する第２処理手段と
、
を備え、
　前記投影手段は、前記第３画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調し、
　前記制御手段は、前記第２処理手段により変形した前記重ね合わせ領域に対応する前記
発光手段の領域の発光量を、前記第１画像データに基づき制御することを特徴とする投影
装置である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明は、複数の投影装置により投影される複数の投影画像により１つの画像を投影す
るシステムを構成し、
　発光手段と、
　画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調して投影画像を投影面に投影する投
影手段と、
を備える投影装置の制御方法であって、
　前記発光手段の発光量を制御する制御工程と、
　第１画像データのうち、他の投影装置の投影画像と重ね合わせて投影する重ね合わせ領
域の明るさを低減する処理を施した第２画像データを出力する第１処理工程と、
　を有し、
　前記投影手段は、前記第２画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調しており
、
　前記制御工程では、前記発光手段の発光量を前記第１画像データに基づき制御すること
を特徴とする投影装置の制御方法である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は、複数の投影装置により投影される複数の投影画像により１つの画像を投影す
るシステムを構成し、
　発光手段と、
　画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調して投影画像を投影面に投影する投
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影手段と、
を備える投影装置の制御方法であって、
　前記発光手段の発光量を制御する制御工程と、
　第１画像データのうち、他の投影装置の投影画像と重ね合わせて投影する重ね合わせ領
域の明るさを低減する処理を施した第２画像データを生成する第１処理工程と、
　前記第２画像データの画像の形状を変形して第３画像データを生成する第２処理工程と
、
を有し、
　前記投影手段は、前記第３画像データに基づいて前記発光手段からの光を変調しており
、
　前記制御工程では、前記第２処理工程において変形された前記重ね合わせ領域に対応す
る前記発光手段の領域の発光量を、前記第１画像データに基づき制御することを特徴とす
る投影装置の制御方法である。
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